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国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を

保
障
す
る
制
度
で
、
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
四
十
年
間

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
は
、
保
険
料
を
、
毎
月

き
ち
ん
と
納
め
て
い
ま
す
か
。
中

に
は
 
「つ
い
う
っ
か
り
」
 
納
め
忘

れ
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
「
つ
い
う
 

っ
か
り
」
 
で
、せ
っ
か
く
の
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
、
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
。
必
ず
決
め
ら

れ
た
期
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
も
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い

で
、
 一
度
、
住
所
地
の
市
町
村
国

民
年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

緯
マ
 

声
鵬
：
 

一健
や
か
ナ
竺
ー供
に
夢
を
託
し

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
豊
か
な
老
後
」
 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
第
五
＋
一
一

回
北
津
軽
郡
社
会
福
祉
大
会
が
十

月
二
十
二
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
か
れ
た
同
大
会
に
は
、
北
郡

の
社
会
福
祉
関
係
者
ら
約
百
八
十

人
が
出
席
。
介
護
保
険
制
度
開
始

に
と
も
な
う
社
会
福
祉
協
議
会
活

動
に
つ
い
て
の
講
演
の
後
、
午
後

か
ら
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
角

田
正
男
北
津
軽
郡
社
会
福
祉
協
議

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
鳴

海
町
長
が
 
「
介護
保
険
制
度
開
始
 

ト
え
が
お
、
エ
ガ
オ
、笑
顔
ク
 

→
鷺
“
、
 
白芸
苅
婦
 

」司
工
 

‘
全
、M
 

に
と
も
な
い
社
協
の
役
割
が
重
大

に
な
る
。
真
価
が
間
わ
れ
る
今
後
、
 

北
郡
同
士
、
協
力
し
合
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
 
と
歓
迎
のあ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
社
会
福
祉
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
 

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
中
西
昭
治

さ
ん
が
 
「今
日
の
感
激
を
忘
れ
ず
 

芸
能
発
表
 

北
郡
老

人
ク
ラ
プ

連
合
会
 

北
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能

祭
が
十
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
童
謡
を
歌
う
会
の

方
た
ち
が
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
約

ニ
百
人
の
会
員
ら
を
歌
で
歓
迎
。
 
 

近
隣
社
会
へ
の
呼
び
掛
け
と
地
域

福
祉
の
向
上
に
努
力
し
ま
す
」
 
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

町
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

◇
民
生
児
童
委
員
で
、
職
務
に
精
 

励
し
、
功
績
の
顕
著
な
方
 

⑥
竹
内
久
美
子
 

◇
社
会
福
祉
事
業
に
積
極
的
な
奉

仕
活
動
を
し
、
そ
の
業
績
が
特
に

範
と
す
る
方
 

⑥
中
西
 
昭
治
 
⑥
松
尾
正
一
郎

⑥
佐
々
木
八
重
 
⑥
白
川
ュ
キ
エ

⑥
中
村
 
利
宗
 
⑥
宮
崎
 
輿
太

⑥
岩
村
 
良
逸
 

◇
心
身
障
害
者
で
更
生
に
努
力
し
、
 

ま
た
心
身
障
害
者
福
祉
会
育
成
に

尽
力
す
る
等
他
の
模
範
と
す
る
方

⑥
高
橋
 
勝
治
 

つ
づ
い
て
、
鳴
海
町
長
が
 
「趣
味

や
楽
し
み
を
持
つ
こ
と
が
長
生
き

の
秘
け
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
日

一
日
思
い
切
り
楽
し
み
ま
し

ょ
う
」
 
とあ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
芸
達
者
な

会
員
ら
が
そ
ろ
い
の
衣
装
に
身
を

包
み
、
歌
や
踊
り
を
次
々
と
披
露
。
 

ど
じ
ょ
う
す
く
い
や
手
踊
り
芸
に

拍
手
と
笑
い
声
が
た
え
ず
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。
 

文
集
「新

樹

」
 

百
六

点
入
選
 

「
太宰
文
学
作
品
読
書
感
想
文
・

地
域
生
活
作
文
」
入
選
者
の
表
彰

式
が
＋

一
月
三
日
、
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

金
木
町
太
宰
会

（
会長
廿
木
下

巽
）
が
毎
年
発
行
し
て
い
る
文
集
 

「新
樹
」
 
の
作成
に
あ
た
り
、
町

内
の
各
小
・
中
・
高
校
か
ら
作
品

を
募
集
。
五
回
目
に
な
る
今
回
は

百
四
十
七
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
百
六
点
が
入
選
し
ま

し
た
。
 

表
彰
式
は
、
各
校
の
代
表
者
七

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
木
下
会

長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
 
 

ま
し
た
。
太
宰
会
の
方
々
は
 
「こ

の
作
文
を
と
お
し
て
、
自
分
ら
の

住
む
町
に
関
心
を
持
つ
子
ど
も
、
 

太
宰
の
作
品
を
読
む
子
ど
も
が
増

え
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
」
 

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
入

選
作
品
を
掲
載
し
た
文
集
「
新
樹
」
 

は
来
年
の
三
月
に
発
行
す
る
予
定

で
す
。
 

北

郡
社
会

福
祉
大

会
 

▲謝辞を述べる中西さん 
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(
 

昨
年
、
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽

館
」
を
訪
間
し
た
東
京
の
植
山
勝

正
さ
ん

（
六
十
一
歳
）
が
、
 「館

内
感
想
ノ
ー
ト
」
 
に
 
〈
昭
和
三
十

五
年
筑
摩
書
房
版
「
太宰
治
全
集
』
 

を
読
ん
で
以
来
、
津
軽
金
木
を
訪

れ
た
い
と
の
願
望
で
二
十
六
年
。
 

今
回
北
海
道
旅
行
の
帰
途
訪
れ
て

太
宰
の
青
春
と
自
分
の
そ
れ
を
重

ね
て
み
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
〉
 

と
、
感
動
的
に
書
い
て
い
ま
す
。
 

昭
和
三
十
年
以
降
、
筑
摩
書
房
版
 

『
太宰
治
全
集
』
に
よ
っ
て
愛
好

者
が
急
激
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
 

今
回
は
「
太
宰
治
全
集
』
 
の刊
行

経
過
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。
 

『全
集
』
刊
行
の
背
景

近
畿
大
学
、
関
井
光
男
教
授
は
 

『
太宰
と
テ
ク
ス
ト
』
（
平
成
九
）
 

に
、
 〈
「
太宰
治
全
集
』
の
歴
史

は
、
戦
後
の
経
済
復
興
と
重
な
り

合
っ
て
い
る
。
…
〉
と
解
説
し
て

い
ま
す
。
最
初
の
八
雲
書
店
刊
行

の

『
太宰
治
全
集
』
は
、
混
迷
し

た
戦
後
経
済
の
建
て
直
し
が
準
備

さ
れ
た
昭
和
二
十
三
年
で
し
た
。
 

そ
し
て
昭
和
二
十
五
年
の
『
全集
」
 

中
絶
は
、
八
雲
書
店
が
復
興
金
融

公
庫
の
融
資
の
凍
結
と
、
徴
税
の

強
化
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
不
況
の

あ
お
り
を
受
け
て
倒
産
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
 

そ
の
後
、
太
宰
さ
ん
の
代
表
的

な
作
品
を
ま
と
め
た
著
作
集
は
、
 

昭
和
二
十
四
年
、
新
潮
社
『
太
宰
 
 

治
集
』
全
三
巻
。
昭
和
二
十
六
年
、
 

創
元
社
『
太
宰
治
作
品
集
』
全
六

巻
。
昭
和
二
十
七
年
、
創
襲
社
近

代
文
庫
版
『
太
宰
治
全
集
』
全
十

六
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
景
気

で
、
日
本
経
済
が
回
復
し
た
こ
ろ

で
す
。
 

筑
摩
書
房
版
『
全
集
』
 

筑
摩
書
房
版
『
太
宰
治
全
集
』
 

が
構
想
さ
れ
、
新
た
に
刊
行
さ
れ

た
の
は
、
神
武
景
気
が
起
こ
っ
た

昭
和
三
十
年
で
す
。
新
収
録
の
著

作
・
座
談
・
書
簡
・
研
究

・
初
期

作
品
を
大
幅
に
加
え
て
集
大
成
し

た
画
期
的
な
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
 

筑
摩
書
房
版

「
太宰
治
全
集
』
は

戦
後
の
高
度
成
長
の
歴
史
の
節
目

を
刻
む
よ
う
に
増
補
さ
れ
て
刊
行

さ
れ
、
そ
の
た
び
ご
と
に
新
し
い

読
者
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
 

●

第

一
回
、
筑
摩
書
房
版
は
昭
和

三
十
年
五
月
か
ら
昭
和
三
十

一

年
九
月
ま
で

『
太宰
治
全
集
』
 

全
十
二
巻
別
巻
一
が
発
刊
。
 

●

第
二
回
、
昭
和
三
十
二
年
ー
三

十
三
年
「
太
宰
治
全
集
」
 
（
普

及
版
）
全
十
二
巻
別
巻
一
 

●

第
三
回
、
昭
和
三
十
四
年
と

ニ

十
五
年
『
太
宰
治
全
集
』
 
（
新

装
版
）
全
十
六
巻
 

●

第
四
回
、
昭
和
三
十
七
年
ー
三

十
八
年
コ
疋
本
太
宰
治
全
集
』
 

全
十
二
巻
別
巻
一
 

●

第
五
回
、
昭
和
四
十
二
年
ー
四
 
 

十
三
年
『
太
宰
治
全
集
」
全
十

二
巻
別
巻
一
 
（愛
蔵
版
）
 

●

第
六
回
、
昭
和
四
十
六
年
ー
四

十
七
年
『
筑
摩
全
集
類
衆
太
宰

治
全
集
』
全
十
二
巻
別
巻
一
 

●

第
七
回
、
昭
和
五
十
年
ー
五
十

一
年
ち
く
ま
文
庫
『
太
宰
治
全

集
』
全
十
巻
 

●

第
八
回
、
昭
和
五
十

一
年
ー
五

十
二
年
『
太
宰
治
全
集
』
 
（
新

訂
版
）
全
十
二
巻
 

●

第
九
回
、
昭
和
五
十
三
年
ー
五

十
四
年
「
筑
摩
全
集
類
衆
太
宰

治
全
集
』
 
（
新
訂
版）
全
十
一
一

巻
 

●

第
十
回
、
平
成

元
年
ー
四
年
 

『
太宰
治
全
集
』
 
（
初
出版
）
 

全
十
二
巻
別
巻
一
 

●

第
十

一
回
、
平
成
十
年
ー
十

一

年
『
太
宰
治
全
集
』
（
決
定
版
）
 

全
十
三
巻
 

こ
の
よ
う
に
＋
一
回
も
『
太
宰

治
全
集
』
を
刊
行
し
た
筑
摩
書
房

は
〈
個
人
全
集
で
こ
れ
だ
け
売
れ

る
作
家
は
そ
う
い
な
い
。
以
前
は

苦
し
く
な
る
と
太
宰
全
集
を
出
す

時
代
も
あ
っ
た
。
〉
と
い
う
こ
と

で
す
。
 

赤
字
覚
悟
で
刊
行
 

一
回
目
の
昭
和
三
十
年
五
月
、
 

筑
摩
書
房
社
長
が
重
役
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
、
赤
字
を
覚
悟
の
上

で

『
太宰
治
全
集
』
を
出
し
た
と

き
、
第

一
巻
の
初
版
は
四
千
部
で

ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
思
い
も
か
け
ず
売
れ
に

売
れ
て
、
発
売

ー
力
月
半
で

一
万

四
千
部
出
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以

降
は
読
者
の
要
望
も
あ
り
、
普
及

版
・
新
装
版
・
定
本

と
三
種

の
 

「
太
宰
治
全集
』
で
亘
ニ
十
万
部
、
 

そ
れ
に
愛
蔵
版

・
新
訂
版
・
初
出

版
・
決
定
版
等
を
加
え
る
と
、
総

計
二
百
二
十
万
部
以
上
出
た
と
の

こ
と
で
す
。
五
百
万
部
説
も
あ
り

ま
す
の
で
、
筑
摩
書
房
に
問
い
合

わ
せ
て
み
ま
す
と
、
 
「
五百
万
部

と
い
う
の
は
多
す
ぎ
る
と
思
い
ま

す
。
ど
れ
も
合
計
二
十
万
部
と
し

て
二
亘
一
＋
万
部
く
ら
い
で
す
の

で
、
そ
れ
く
ら
い
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
古
い
も
の
は
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

…
」
 
と
、
 

か
な
り
控
え
め
で
す
が

『全
集
』
 

と
し
て
は
文
庫
本
以
上
に
、
価
値

あ
る
数
字
だ
と
思
う
の
で
す
。
 

「
決定
版
」
 刊
行
趣
旨
 

筑
摩
書
房
は
平
成
十
年
五
月
、
 

「
没後
五
十
年
。
太
宰
文
学
の
新

た
な
読
み
直
し
に
向
け
て
、
 『
決

定
版
太
宰
治
全
集
』
」
全
十
三
巻

を
刊
行
し
ま
す
。
そ
の
刊
行
趣
旨

を
読
め
ば

「今
、
な
ぜ
太
宰
か
」
 

が
＋
分
に
理
解
で
き
ま
す
。
 

〈
太
宰
治
は
、
明
治
末
年
に
生

ま
れ
、
昭
和
初
頭
の
激
動
の
時
代

に
作
家
と
し
て
登
場
し
、
昭
和
一
一

士
ニ
年
、
敗
戦
の
混
迷
の
さ
な
か
 
 

に
自
死
す
る
ま
で
、
自
己
の
全
存

在
を
賭
け
た
文
筆
活
動
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
二
十
世
紀

文
学
の

ー
つ
の
頂
点
を
つ
く
り
あ

げ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
文
業
は
、
 

私
と
は
誰
か
、
文
章
と
は
何
か
、
 

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
を
、
今
な
お
わ
れ
わ
れ
に

鋭
く
問
い
か
け
て
く
る
。
そ
こ
に

絶
え
ず
読
み
つ
が
れ
て
い
く
、
太

宰
治
と
い
う
作
家
の
不
朽
の
魅
力

が
あ
る
。
 一
方
こ
れ
ま
で
、
太
宰

ほ
ど
そ
の
私
的
生
活
へ
の
関
心
か

ら
読
ま
れ
る
と
い
う
不
幸
を
負
っ

た
作
家
も
少
な
い
。
し
か
し
、
太

宰
文
学
が
決
し
て
私
小
説
的
な
作

品
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
そ
の
文
学
的
営
為
は
、
よ

り
広
い
視
野
か
ら
と
ら
え
ら
れ
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
没
後
五
十

年
と
い
う
長
い
歴
史
的
時
間
を
経

た
今
日
、
太
宰
文
学
の
新
た
な
読

み
直
し
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

…
〉
と
あ
り
ま
す
。
 

作
家
井
上
ひ
さ
し
氏
は
、
 
〈く

り
か
え
し
全
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ

と
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
太
宰
治

の
仕
事
の
深
さ
と
豊
か
さ
を
物
語

っ
て
い
る
わ
け
で
す
〉
。
文
芸
評

論
家
加
藤
典
洋
氏
は
、
 
〈
太宰
の

特
徴
は
、
そ
の
文
学
の
彫
り
の
深

さ
だ
…
。
三
島
よ
り
太
宰
の
吐
息

の
ほ
う
が
、
文
学
と
し
て
も
、
思

想
と
し
て
も
、
深
く
て
広
い
…
。
 

没
後
五
十
年
、
太
宰
の
文
学
は
ま

す
ま
す
若
く
無
防
備
に
な
っ
て
き

た
。
彼
の
よ
う
に
日
本
の
二
十
世

紀
に
似
合
う
文
学
者
を
も
っ
た
こ

と
を
、
私
た
ち
は
誇
り
に
思
う
べ

き
だ
ろ
う
。
〉
と
書
い
て
い
ま
す
。
 

太

宰
を
し

の
ぶ

⑩
 

金
木
町
太
宰
会
々
長
 

今
、
な
ぜ
太
宰
か
④
 
木
 
下
 
巽
 

▲「初版」から「決定版」までの筑摩 
書房版『太宰治全集』（木下蔵書） 
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金
木
病
院
カ
ル
テ
⑩
 

骨
粗
し
ょう
症
と
は
どん
な
病
気
？
 

整

形

外
科
 

牧
 
野
 

明
 
男
 

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
 
式月
が
も

ろ
く
な
っ
て
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
 

骨
折
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
全
身

性
の
疾
患
”
で
す

（
図
1
）
。
や

っ
か
い
な
と
こ
ろ
は
、
気
付
か
な

い
う
ち
に
症
状
が
進
み
、
何
ら
か

の
拍
子
に
骨
折
し
て
初
め
て
診
断

さ
れ
る
こ
と
で
す
。
骨
粗
し
ょ
う

症
に
な
り
骨
折
し
て
症
状
が
現
れ

る
の
は
七
十
代
以
上
に
な
っ
て
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
症
状
が
出
て

か
ら
治
療
し
て
も
手
遅
れ
で
す
。
 

骨
の
量
、
す
な
わ
ち
骨
塩
量
が
あ

る
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
っ
た
状
態
で

は
元
の
量
に
ふ
や
す
の
は
不
可
能

だ
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
た
と
え
症
 
 

状
が
な
く
て
も
、
あ
る
年
齢
に
な

っ
た
ら
自
分
の
骨
の
量
を
調
べ
て
、
 

手
遅
れ
に
な
る
前
に
予
防
す
る
こ

と
が
最
良
の
治
療
と
い
え
ま
す
。
 

骨
粗
し
ょ
う
症
は
圧
倒
的
に
女

性
に
多
い
病
気
で
す
。
四
十
五
歳

以
上
の
女
性
の
三
人
に
一
人
は
骨

粗
し
ょ
う
症
も
し
く
は
そ
の
予
備

群
で
す
。
最
大
の
問
題
点
は
骨
折

し
や
す
く
な
る
こ
と
で
す
。
 
』
転

ん
で
手
を
つ
い
た
ら
、
手
首
の
骨

が
簡
単
に
折
れ
た

（
桃
骨
末端
骨

折
）
”
と
か
ー
く
し
ゃ
み
を
し
た

だ
け
で
背
骨
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
 

（
脊
椎圧
迫
骨
折
）
”
と
か
】
段

差
に
足
が
引
っ
か
か
っ
て
転
ん
だ
 
 

ら
太
股
の
つ
け
ね
が
折
れ
た

（
太

腿
骨
頚
部
骨
折
）
”
な
ど
と
い
う

話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
（
図
2
）
。
 

若
い
人
の
骨
折
な
ら
回
復
も
早
く

社
会
復
帰
も
で
き
ま
す
が
、
高
齢

者
の
場
合
は
そ
れ
が
原
因
と
な
っ

て
寝
た
き
り
や
ボ
ケ
に
つ
な
が
る

こ
と
が
多
く
け
っ
し
て
悔
れ
な
い

の
で
す
。
と
く
に
大
腿
骨
頚
部
骨

折
は
手
術
と
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が

必
要
で
、
こ
の
骨
折
に
よ
り
寝
た

き
り
に
な
る
老
人
が
多
い
の
で
す
。
 

日
本
の
寝
た
き
り
の
原
因
の
上
位

に
外
傷
・
骨
折
が
入
っ
て
お
り
骨

粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
て
骨
折
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
寝
た
き
り
を
 
 

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す

（
図
 

3
）
。
す
な
わ
ち
、
自
立
し
た
老

後
を
お
く
る
に
は
骨
を
丈
夫
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
 

年
を
と
っ
て
か
ら
骨
が
も
ろ
く

な
る
の
を
防
ぐ
に
は
ま
ず
第

一
に

若
い
う
ち
か
ら
丈
夫
な
骨
づ
く
り

を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
丈
夫
な

骨
づ
く
り
に
最
も
大
切
な
の
は
、
 

十
代
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
の
時

期
で
す
。
こ
の
時
期
に
十
分
カ
ル

シ
ウ
ム
を
と
り
、運
動
す
る
こ
と
で

骨
塩
量
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
二
十
歳
代
か
ら
四
十
歳
代
ま

で
は
骨
塩
量
を
維
持
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
無
謀
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

は
慢
性
的
な
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に

な
り
若
く
し
て
骨
粗
し
ょ
う
症
を

招
く
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ダ
イ
エ

ツ
ト
を
す
る
に
し
て
も
蛋
白
質
と

カ
ル
シ
ウ
ム
は
十
分
に
と
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
十
歳
く
ら
 
 

い
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
骨
塩
量
は

四
十
歳
く
ら
い
ま
で
は
そ
の
値
を

維
持
し
続
け
ま
す
。
そ
し
て
更
年

期
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
ろ
か
ら
徐

々
に
減
り
始
め
ま
す
（
図
4
）
。
 

更
年
期
と
は
閉
経
を
は
さ
ん
だ
約

十
年
間
を
い
い
ま
す
。
 一
般
的
に

は
四
十
六
歳
く
ら
い
か
ら
五
十
六

歳
く
ら
い
で
す
。
閉
経
す
る
と
骨

を
守
っ
て
く
れ
て
い
た
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
極
端
に
減
り
、
骨

塩
量
が
急
激
に
減
少
し
ま
す
。
・」
 

の
よ
う
な
急
激
な
減
少
が
約
十

ー
 

十
五
年
間
も
続
く
の
で
す
。
五
十

歳
の
時
点
で
か
な
り
骨
塩
量
が
減

少
し
骨
折
し
や
す
い
人
は
五
人
に

一
人
と
な
り
、
六
十
歳
で
は
三
人

に
一
人
と
な
り
ま
す
。
こ
の
骨
塩

量
の
激
減
す
る
閉
経
後
の
時
期
が

非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
時
期
に
何
ら
か
の
手

を
打
っ
て
急
激
に
骨
が
減
る
の
に

歯
止
め
を
か
け
た
人
は
七
十
、
八

十
代
に
な
っ
て
も
比
較
的
骨
が
丈

夫
で
、
骨
折
を
起
こ
す
危
険
ゾ

ー
 

ン
ま
で
達
し
な
い
で
す
み
ま
す
。
 

逆
に
骨
を
強
く
す
る
努
カ
を
し
な

か
っ
た
人
は
七
十
、
八
十
代
に
な

っ
た
と
き
、
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す

ぐ
骨
折
を
起
こ
す
危
険
性
が
高
く

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
閉

経
後
十
ー
十
五
年
間
の
過
ご
し
方
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金
木
町
観
光
物
産
館
 

「マ
デ
イニ
ー
」
 

祝 
1加日 

十
一
月
三
日
、
金
木
町
観
光
物

産
館
 
「マ
デ
ィ
ニ

ー
」
 
百
日
祭
で
 

「
『
太宰
ら
う
め
ん
』
早
食
い
大

会
」
が
催
さ
れ
、
大
勢
の
参
加
者

ら
が
節
目
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
小
学
生
の
部
に
十

五
名
、
 一
般
の
部
に
二
十
名
（
い

ず
れ
も
男
性
の
み
）
が
町
内
外
か

ら
参
加
。
物
産
館
の
メ
ニ
ュ
ー
で

一
番
人
気
の
あ
る
「
太
宰
ら
う
め

ん
」
一
杯
を
、
よ
り
早
く
食
べ
き

る
 
「
早食
い
」
 
に
挑戦
し
ま
し
た
。
 

、
〕
 h 
で 

、
rI
 

ト
鳴
海
町
長
も
 

「
早食
い
」
に
挑
戦
 

賞
品
総
額
十
万
円
の
商
品
券
を

目
指
す
参
加
者
は
、
で
き
た
て
の

ア
ツ
ア
ツ
ラ

ー
メ
ン
に
悪
戦
苦
闘
。
 

ラ
ー
メ
ン
に
水
や
氷
を
入
れ
て
食

べ
た
り
、
思
わ
ず
め
ん
を
吹
き
出

す
な
ど
 
「
早食
い
」
 
ら
しい
場
面

が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
物
産
館
前
を
偶
然
通
り

掛
か
っ
た
鳴
海
町
長
が
飛
び
入
り

参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
 

入
賞
者
の
タ
イ
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

【小
学
生
の
部
】
 

第

一
位
 
白
川
美
貴
洋
（
金
 
木
）
 

三
分
五
十
七
秒
九

第
二
位
 
白
川
 
将
太
（
金
 
木
）
 

四
分
十
八
秒

一
四

第
三
位
 
小
田
桐
健

一
（
金
 
木）
 

四
分
四
十
四
秒
八
九
 

【
一般
の
部
】
 

第

一
位
 
小
島
 

忍
（
木造
町
）
 

二
分
十
七
秒
三
九

第
二
位
 
西
崎
 
誠

（
中里
町
）
 

ニ
分
二
十
五
秒
一
一

第
三
位
 
太
田
直
樹
（
五
所川
原
）
 

三
分

四
秒

四
一
一
 

10 

mI

質

雲
患
 

m
！
眼

疾
愚
 

m
！
糖

尿
病
 

m
ー
苦

早
賞
 

痴
呆
 

外
傷

A
H
折
 

心
臓
痛
 

老
哀
 

高
血
圧
 

脳
血
管

障
害
 

図3 

「寝たきり」の原因になる疾患 

加 

Ii 

108% 

20.3% 

年齢と骨塩量の変化 

が
将
来
の
生
活
の
質
（
ク
オ
リ
テ

ィ

・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
を
決
め
る

大
き
な
分
か
れ
目
に
な
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閉

経
を
境
に
十
年
ー
＋
五
年
で
急
激

に
骨
塩
量
は
減
少
し
ま
す
が
、
そ

こ
で
止
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
急
激
な
減
少
は
一
段
落
し
、
 

そ
の
後
も
加
齢
に
従
っ
て
さ
ら
に

減
少
を
続
け
ま
す
。
長
生
き
を
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
徐
々
に
骨
塩
量
が

減
っ
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
な
の
で
す
。
た
だ
し
、
骨

塩
量
が
減
る
の
は
し
か
た
が
な
い

に
し
て
も
、
要
は
骨
折
を
く
い
止

め
れ
ば
い
い
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
 

骨
折
を
起
こ
し
や
す
い
危
険
ゾ

ー
 

ン
ま
で
骨
塩
量
を
低
下
さ
せ
な
け

れ
ば
い
い
の
で
す
。
も
う
ー
つ
大

事
な
こ
と
は
で
き
る
だ
け
骨
折
を
 
 

し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と

で
す
。
骨
折
の
多
く
は
転
倒
（
特

に
住
宅
内
で
の
転
倒
）
で
発
生
し

ま
す
。
階
段
や
浴
室
、
ト
イ
レ
に

手
す
り
を
つ
け
、
家
の
中
の
段
差

は
で
き
る
だ
け
な
く
し
て
、
転
倒

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
 

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
 

」
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

日
常
生
活
の
中
で
骨
粗
し
ょ
う

症
を
防
ぐ
に
は
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
①
ま
ず
食
事
で
カ

ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
る
こ
と
。
 

②
吸
収
さ
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
効

率
よ
く
骨
に
沈
着
さ
せ
、
骨
の
形

成
を
促
進
す
る
た
め
に
は
運
動
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
骨
は
重

力
が
か
か
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
沈

着
し
て
強
く
な
る
と
い
う
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
運
動
す
れ
 

印

齢
 

4
0年
 

0
 
8
 骨

塩

量
 

ば
血
液
の
流
れ
も
よ
く
な
っ
て
、
 

腸
で
吸
収
さ
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
が

よ
り
多
く
骨
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
 

③
そ
し
て
三
つ
め
に
大
事
な
こ
と

は
、
適
度
に
日
光
を
浴
び
る
こ
と

で
す
。
せ
っ
か
く
カ
ル
シ
ウ
ム
を

せ
っ
せ
と
と
っ
て
も
そ
の
吸
収
を

助
け
て
く
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
D
が
足

り
な
け
れ
ば
吸
収
さ
れ
に
く
く
な

り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
D
は
紫
外
線

に
よ
っ
て
皮
下
脂
肪
の
中
で
つ
く

ら
れ
る
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
日
光

浴
を
し
ま
し
ょ
う
。
丈
夫
な
骨
づ

く
り
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
運
動
、
 

日
光
浴
の
三
つ
の
要
素
が
不
可
欠

で
す
。
 

高
齢
に
な
っ
て
も
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
普
段
か
ら
骨

を
丈
夫
に
す
る
よ
う
な
生
活
習
慣

が
必
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

r
 
J
  

==  	一 ~ 
ミ
  
~ 

“・，一 
 
一
 

『
  

,男性 	 ノ 
~～ 

ノ z 	 
	 ~, 、、～叫 ,女性 

プ 
r 

(g豊 
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中
村
 
シ
ヅ

エ

（
7
6オ

尾
野
 
チ
 

ョ

（
8
2才

仙
 
場
 
ハ
 
ナ
（
8
9才

山
中
 
久
 

三

（
7
2才
 

荒
関
 

心
瞳

（
一
寿
）
喜
良
市

沢
 
田
 
（

(

（
寿
夫
）
金
 
木
 

お
め
で

と

う
 

十

月
届
出

分
 

窓
 

戸
 

》
 

籍
 爪

 

藤蝦 白吉須古古

埼名 川 崎崎川 川 

桂Ct香言雄事留る乗r 

司ヒ子こ太た香か太た学素武g 

宗 4雲ヌ1 聖口血博博
算篤忍毒暁 I-ij 墨
文弄句’。、志“ワIン章章 

、ー／ 、ーノ 、ーノ 

金金嘉嘉嘉金金

木木灘i瀬瀬木木 

竹桑棟

内 田 方 

賢ヤ柾 

ーサ雄 

49 90 60 
オオ才 

藤喜嘉 
良 

枝市 i頼 

~ノ ~ 、．ノ 、ーノ 

嘉金嘉金

瀬木瀬木 

お
し
あ
わ

せ
に
 

（
加
賀
谷
 
尚

（
正
三
）
金
 
木
 

「
工
藤
 
孝
子
（
義
孝

）
金
 
木
 

（
黒
川
 
正
義

（
タ
マ
）
嘉
 
瀬
 

「
太
田
あ
け
み

（
勝
徳
）
五
所川
原市
 

（
大
高
 
裕
樹
（
慶

正
）
青
森
市
 

〈
工
藤
真
由
美

（
繁
勝
）
藤
 
枝
 

、ー~ 、ー／ 、ー~ 

お

く
や
み
 

霞
無

一
験稀
稽
 

（
録
器

一議
炉
瞬
 

露
舞

一
鑓
「
誘
 

森
立さ
お
憤一
麓
鱗
 

（「
鴛餌
販
が
「
 山

中
 
ヤ
 
サ

（
9
0才
）
喜
良
市

古

川
 
き
よ

（
8
9才
）
喜
良
市
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町

民
課
窓

ロ
に
届
出

の
際
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
 

、
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

●

九
月
十
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金
木
中
学
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前
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プ
四
本
 

●
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月
十
日
 

金
木
病
院
待
合
室
 

茶
色

の
が
ま
ぐ
ち
 

●

九
月
二
十
日
 

せ
き
や
歯
科
医
院

（
菅
原
）
 

黒
の
財
布
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
 

警
察
署
落
し

物
係
ま
で
。
 

⑥
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
 

た
い
方
は
役
場
企
画
観

光
課
 

ま
で
。
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人

ロ
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世
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はじめま して 
~‘ 

戸舞奮 
、, 	 」 	、り 

ぐ‘ 

‘亡 	” 	‘" 

J 

、 

I 

4 

雄曾 

太た 

ノ 	． 

,, 	o 
、 	、 	’&f 

‘ 〒二 

‘ 	織 

葉え 

太た 

早く大きくなってお兄ちゃ 
んと遊ぽうね 

（兄 健太より） 

毎餌 L 
達 

'J 

‘、, 	，叫、～ 

え 

ど 
瞳 っ 

健康でたくましく育ってほ 
しい 

（両親より） 

二編 
一 	

：1二・子！”  I 

い」 
編 

% 	， 	ー‘，し 
”・  、 

t 

、×、 	、、  与 

、馴 

4‘一け 
Iエい 

未来の宇宙飛行士に 
なれよ 1 

（父 	一寿より） 

チャンピオンになってくれ 

（父 	宗文よリ） 

考一一 

A 
. 	 , 

、J 

-" 	" 

！、 
ノ 

ジ零凸 

右毒 	七 	
、 
シ 

1・A 

‘ 	扇勲 瑠る 

香か 

素直で健康に育ってほしい 

（両親より） 

金木町民になりました 
よろしくお願いします 

（両親より） 

伝
言

版
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10月末現在 前年同月比 

男 5,822人 △ 35人 

女 6,359人 △ 88人 

計 12,181人 △ 123人 

一世帯数 3,947 4 

広報かなぎ（10) 


